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035 (2015.2.11号) テキスト

今号のご家族▶小野 智之さん・光穂子さん・奏美ちゃん・実苗ちゃん
撮影場所▶ご自宅（青森市）

 
【インタビュー】
●2011年３月11日のこと、憶えていますか？
▶奏美ちゃん「もちろんおぼえてるよ〜。おもしろかったよ、暗くなった

りして。」

▶智之さん「その日私は休みで家にいて、揺れがあった時は洗濯物を干し

ていました。慌てて外に出てみたんですが、そのうち収まったんで家の

中へ戻り、続きを干しました。実苗は小ちゃかったから憶えてない

でしょ。」

▶実苗ちゃん「うん。おぼえてな〜い。」

▶光穂子さん「私は、会社の車で跨線橋（青森市古川）を弘前方面に走っていました。最初は地震

だと気付かずに、なんでこんなに滑るんだろうって思ってましたね。で、橋を渡り終えた辺りで

車を脇に寄せて停めた時、電線がユラユラしているのが見えて、地震だって分かりました。周囲

の車も停まっていましたが、揺れが収まった頃にまたゆっくりと動き始めました。信号は消えた

ままだったので、皆譲り合いで進んでいましたね。なんとか取引先の会社に着いて、そこで皆で

ワンセグで津波の映像を見てました。そしたら、そこに、その日は休みで大鰐に春スキーを楽し

みに行っていた方から連絡があって、『今、リフトが止まってしまい降りられない』と言ってま

した。」

▶智之さん「電話が使えなくなってたんで、Twitterで連絡を取ったんだよね。
　　　智之『停電した。とりあえずガスの元栓閉めました。』

　　　光穂子『無事でなにより』

　　　智之『とりあえず奏ちゃん実苗ちゃんは帰ってきました。

　　　　　  保育園も停電。』 
…という、簡単なやり取り。」
▶光穂子さん「もう1軒回った頃に会社から『直帰していいよ』って連絡あったんで、おばあちゃ
んちに全員集合ってことになりました。17時には帰ってましたね。」
▶智之さん「反射式のストーブがあって助かったよね。そこにはガス炊飯器があったんで、それで

ご飯作って食べてました。子供たちは『TV観たい〜』って言ってましたけど、それが叶わないと
分かると、今度は『DVD観たい〜』って。停電てものを理解できていないようでしたね。暗くな
ったし寝るかって感じで、その日は寝ました。」

▶光穂子さん「翌日は休みでしたが、会社の車で帰ってきていたので、ガソリンを満タンにしに行

きました。待つこともなく、普通に入れられました。その直後からみたいですね、混んで大変

になったのは。」

▶智之さん「12日の午後には電気復活したんですが、TVでは津波の映像と同じCMばかりで、やは



り子供たちは飽きていましたね。月曜（14日）からは通常通り保育園に通っていましたよ。千葉
に住む妹から『大丈夫？』って連絡来てましたけど、向こうの方が苦労したんじゃないかなぁ。

同じく千葉に住む兄は、会社の人を車で送っていた後に大渋滞に巻き込まれて大変だったみたい

です。」

 
●その後、心境や生活の変化はありましたか？

▶智之さん「避難グッズというか、緊急時に持ち出すもの（食料）をバッグにまとめとました。中

身は、なぜか海外のお菓子と水と米。」

▶光穂子さん「何かあった時の避難場所を近くの中学校って決めて…。あと、おばあちゃんは災害
用伝言ダイヤルをメモしてたよね？」

▶智之さん「子供たちは保育園で避難訓練してたみたい。あと、地震ごっこやったりしてましたよ

。『地震が来ました』って言ったら、すぐに防災頭巾を被るっていう…。」
 
●10年後はどうしているでしょう？
▶光穂子さん「皆で一緒にフジロック行けたらいいねぇ。」

▶智之さん「そだね。フジじゃなくても県外のフェスにみんなで行ってみたいね。」　

▶実苗ちゃん「お医者さんになりた〜い。でも、変わるかもしれな〜い。」　

▶光穂子さん「まあ、まだその頃は高校生だしね。」　

▶奏美ちゃん「10年後のことなんてわかんないよ。マンガ家になるっていうのは、もうやめたもん
。なんでもいいよ！」

 
【編集後記】今回登場いただいた小野家の4人は、みんな音楽が大好き。パパとママが結ばれるき
っかけとなったのも“音楽”と言って過言ではないでしょう。そんな2人にとって、毎年夏に開催さ
れている、国内最大規模の屋外音楽イベント「フジロック・フェスティバル」は、特別な思い出

がある大切なフェス。撮影時は走り回って一瞬たりとも静止していなかった子供たちも、将来何

の心配もなくフジロックを楽しめることを“なるみさん”は祈っておりますよ。（なるみしう）
 
【寄付総額】
2011年6月〜2014年12月31日まで、「¥2,915,651」を寄付することができました。ご協力に感謝
いたします。
 
 


